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日

本

漢

音

に

お

け

る

反

切

同

音

字

注

の

仮

名

音

注

・

声

点

へ

の

反

映

に

つ

い

て

ーーム車

沢

文

庫

本

『

群

書

治

要
』

鎌

倉

中

期

点

の

場

合

||

• 

キ
ー

ワ
ー
ド一

群
書
治
要 、
経
書 、
清
原
教
隆 、
反
切、
人
為
的
漢
音

要

旨

日
本
漢
音
資
料
中
に
は 、
反
切・同
音
字
注
か
ら
作
り
出
さ
れ
た「
人

為
的
漢
音」
が
存
す
るこ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。

し
か
し 、
そ
の
よ
う
な
資
料
は 、
意
外と
少
な
く 、
経
書
訓
点
資
料

で
あ
る
高
山
寺
蔵『詳細一詰』
鎌
倉
期
点
に
は 、
「
人
為
的
漢
音」
が
無い

こ
と
が
い
わ
れ
て
い
た 。

本
稿で
は 、
鎌
倉
時
代
中
期
加
点
の
金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要」
経

部
を
調
査
し 、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た 。

1 ・
日
本
漢
音
と
し
て一
般
的
で
は
な
い
「
人
為
的
漢
音」
が
存

す
る。

2・
声
点
に
よ
る
声
調
標
示
も 、

反
切
・

同立国{子
注
を
反
映
し
た

部
分
が
あ
る。

佐

木

勇

々

3 ・
声
点
に
よ
る
濁立目
標
示
も 、

反
切
・
同
音
字
注
を
反
映
し
て

い
る。

本
稿
の
検
討
の
結
果 、
経
書
訓
点
資
料
を一
律
に
扱
え
な
い
こ
と
が

知
ら
れ
た 。
今
後 、
各
文
献
の
調
査
を
重
ね 、
日
本
漢
字
音
に
お
り
る

反
切
・

同
音
字
註
の
役
割
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る。

本
稿
の
目
的
と
対
象
資
料

1 ・

本
稿
の
目
的

日
本
漢
音
は 、
反
切・
同
音
字
注
の
支
え
に
よ
っ
て 、
維
持
さ
れ 、
伝
承

さ
れ
た
面
が
あ
る。
そ
の
反
切
の
三
大
出血(
は 、
基
本
的
に
中
国
中
古
音
の

注
l

体
系
を
反
映
す
る、
「
玉
篇』
『
切
韻』
『
玄
応一
切
経
音
義』
で
あ
っ
た 。
し

か
し 、
一
般
的
な
日
本
漢
音
(
以
下 、
流
通
漢
音
と
い
う)
は 、
中
国
唐
代
中

注
2

期
北
方
の
現
実
音(
秦
音)
を
反
映
し
て
い
る。
そ
の
結
果 、
反
切
音
と
流
通

注
3

漢
音
と
に
ず
れ
が
生
じ
る。

こ
の
「
ず
れ」
を
ど
う
処
理
し
た
か
が 、
日
本
漢
字
音
史
の
問
題
と
な
る。
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〈中国〉

〈日本〉

中古音仙年陸法言撰

一

『
切
韻』
に
反
映

変
化一←

反
映

秦
音

Illi---↓
流
通
漢
音(反切は 、
中古背反切を主に引用)

mi削年慧琳撰

けIl--」，(現代の漢和辞典も同様)

『一
切
経
音
義」
に
反
映

ず
れ

日本漢音における反切・同音字注の仮名音注 ・ 声点への反映について

「
ず
れ」
へ
の
対
処
法
は 、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る。

A .

流
通
漢
音
を
重
視
す
る
場
合

ァ .

反
切
・

同
音
字
注
を
流
通
漢
音
に
合
わ
せ
る
資
料

『
倭
名
類
緊
抄』・
『
類
取知
名
義
抄』・
唐
招
提
寺
蔵
『
孔
雀
経立日
義」
院
政

住
4

期
写
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る。

ィ .

反
切
・

同
音
字
注
に
合
わ
な
い
流
通
漢
音
を
加
点
す
る
資
料

比
較
的
早
い
資
料
と
し
て 、
十
世
紀
末
1
十一
世
紀
初
頭
に
加
点
さ
れ
た

設
5

醍
醐
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文』
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。
左
は 、
そ
の
例
で

あ
る
(
以
下 、
〈

〉

内
は 、
反
切
・

同
音
字
注) 。

フ

タ

ホ
ウ

カ
ウ

不
〈
方
久
反〉
(
上
八
オ
5)

報
〈
博
耗
反〉
(
上一
六
ウ
5)

「
不」
「
報」
に
付
さ
れ
た
反
切
を
漢
音
で
読
め
ば 、
そ
れ
ぞ
れ
「
ヒ
ウ」

「
ハ
ウ」
と
な
る。
し
か
し 、
掲
出
字
に
は 、
流
通
漢
音
「
フ」
「
ホ
ウ」
が

注
6

加
点
さ
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に 、
中
古
音
反
切
を
引
用
し
つ
つ
も
流
通
漢
音
を
加
点
す
る
資

注
7

そ
の
後 、
継
続
的
に
見
ら
れ
る。

料
は 、

8 ・

中
古
音
反
切
・

同
音
字
注
を
重
視
す
る
場
合

反
切
に
合
わ
せ
て
流
通
漢
音
を
改
変
し
た
音
は 、
「
人
為
的
漢
音」
と
呼
ば

注
8

れ
て
い
る。
こ
の
「
人
為
的
漢
音」
が
見
ら
れ
る
資
料
と
し
て 、
『
漢
書
楊
雄

偉』
九
四
八
年
点・
国
宝
「
漢
書』
室
町
期
点・
『
史
記』
一
O
七
三
年
点
が

注
9

指
摘
さ
れ
て
い
る。

ま
た 、
日
本
漢
音
声
調
が
反
切
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
し
て 、
醍
醐
寺

注
山

蔵
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文」・
『
蒙
求』
鎌
倉
後
期
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る。

以
上
の
よ
う
な
状
況
は 、
不
自
然
に
思
わ
れ
る。
中
古
音
反
切
を
引
用
す

る
資
料
数
の
割
に 、
そ
れ
を
反
映
し
た
資
料
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る。
こ
の

不
自
然
さ
は 、
中
古
音
反
切
は 、
い
っ
た
い
何
の
た
め
に
引
用
さ
れ
て
い
る

の
か
と
い
う
疑
問
を
生
む 。
そ
し
て 、
中
古
音
反
切
を
反
映
し
て
流
通
漢
音

が
改
変
さ
れ
た
例
が 、
右
以
外
に
も
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
く

注
日五V 。そ

こ
で 、
本
稿
は 、
そ
の
よ
う
な
資
料
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る。

日
本
漢
字
音
史
に
お
け
る
反
切・
同
音
字
注
の
役
割
を
考
え
る
た
め
の
基
礎

作
業
で
あ
る。

2 ・

対
象
資
料

本
稿
の
目
的
か
ら 、
中
古
音
反
切
と
と
も
に 、
仮
名
音
注・
声
点
が
あ
る

程
度
加
点
さ
れ
て
い
る
資
料
が
求
め
ら
れ
る。
よ
っ
て 、
鎌
倉
時
代
以
降
の

漢
籍
訓
点
資
料
が
有
効
で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
底
本
の
反
切・
同
音
字
注
を
す

べ
て
機
械
的
に
引
用
し
た
も
の
で
は
な
く 、
加
点
者
の
判
断
に
よ
っ
て
選
択

さ
れ
た
反
切・
同
音
字
注
を
残
す
資
料
が
望
ま
し
い 。
そ
の
反
切・
同
音
字



注
が
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て 、
金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要」

が
あ
る。

本
資
料
は 、
反
切・
仮
名・
声
点
と
も
加
点
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
漢
籍
訓
点

資
料
の
白
眉
で
あ
る。
そ
の
経
部
の
訓
点
は 、
清
原
教
隆一
人
で
加
点
し
た

こ
と
が
奥
書
よ
り
知
ら
れ
る。
そ
し
て 、
前
代
の
訓
点
を
加
点
者
清
原
教
降

注
円山

が
変
更
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る。

均
質
な
用
例
を
得
る
た
め 、
本
稿
の
対
象
を 、
こ
の
経
部(
巻一
1
巻
十 。

巻
四
欠)
と
す
る。

金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要」
経
部
全
体
の
音
注
数(
延べ
数)
は 、
次
の
と

お
り
で
あ
る。

反
切・
同
音
字
注

一
七
四

仮
名
音
注

一

九
四
二

声
点

。
五
五

計
五
二
七

基
本
事
項
の
確
認

本
資
料
の
反
切・
同
音
字
注
の
仮
名
音
注・
声
点
へ
の
影
響
に
つ
い
て
調

べ
る
前
に 、
そ
の
出
典
と
加
点
状
況
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い 。
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1 ・

反
切
・

同
音
字
注
の
出
典

注
目

日
本
に
お
け
る
経
書
の
学
習
に
は 、
『
経
典
釈
文』
が
利
用
さ
れ
た 。
金
沢

文
庫
本
『
群
書
治
要」
の
音
注
も
ま
た 、
『
経
典
釈
文」
に
依
っ
て
い
る
と
の

注
は

指
摘
が
あ
る。

そ
こ
で 、
ま
ず 、
金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要」
の
漢
文
注
と
「
経
典
釈
文』

注
目

の
記
述
と
を
比
較
し
て
み
た 。

左
に 、
金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要』
の
巻
第一
『
周
易」
か
ら 、
比
較
的

長
文
の
も
の
を
引
用
す
る(
〈
V
内は 、
義
注
を
含ん
だ
群
書
治
要
の
記
述 。

(
)
内は 、
群
書
治
要
の
所
在
行
数 。
『
経
典
釈
文』
の
記
述
が
異
な
る
場
合
は 、
群

哲
治
要
所
在
の
次
に[
]
内
に
『
経
典
釈
文』
の
記
述
を
記
す) 。

賞
八
彼
為
反
徐
甫
寄
反
李
軌
府
金
反
侍
氏
云
黄
古
斑
字
文
章
貌
鄭
云
嬰

也
文
飾
貌
王
粛
符
文
反
云
有
文
飾
黄
白
色
V
(
別)
[
彼
偽
反]

斐
安
八
在
干
反
馬
云
委
積
貌
醇
虞
云
穏
之
多
也
又
音
股
黄
云
狼
積
貌一

云
顕
見
貌
子
夏
傍
作
残
残
V
(
m)

吹
〈
徐
古
感
反
本
又
作
陥
京
劉
作
飲
倹
也
陥
也
八
純
卦
象
水
V
(
矧)

静
〈
在
薦
反
徐
在
悶
反
奮
又
才
本
反
爾
雅
云
再
也
劉
云
伯
也
京
作
諜
干

作
存
V
(
却)

離
〈
列
池
反
麗
也
麗
著
也
八
純
卦
象
日
象
火
V
(
m)

右
の
如
き
長
文
が 、
『
経
典
釈
文」
と一
致
す
る。

ま
た 、
次
の
よ
う
に
「
緯
文
日」
と
し
て
引
く
全
文
が 、
『
経
典
釈
文」
に

等
し
い 。或

〈
稼
文
日
或
有
也一
云
常
也
鄭
本
作
成
承
V
(
加)

以
下
の
巻
で
も
同
様
で
あ
る。
よ
っ
て 、
従
来
の
指
摘
の
通
り 、
本
資
料

の
反
切・
同
音
字
注
は 、
『
経
典
釈
文」
に
原
則
と
し
て
依
拠
し
て
い
る
と
見

て
良
い 。

2 ・

反
切
・

同
音
字
注
の
加
点
状
況

金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要』
経
部
の
訓
点
は 、
清
原
家
伝
来
の
訓
点
そ
の



( 4 ) 103 

ま
ま
で
は
な
い
こ
と
を 、
立日
注
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い 。

経
部
の
中
で 、
前
代
の
清
原
家
点
本
が
残
る
の
は 、
東
洋
文
庫
蔵
「
春
秋

経
傍
集
解」
保
延
五
年
二
二ニ
九)
頼
業
加
点
本
の
み
で
あ
る。
そ
こ
で 、

こ
れ
と
比
較
す
る。

金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要」
は 、
巻
第
四
が
欠
け
て
い
る
た
め 、
巻
第
五

「
春
秋
左
氏
停

中」
の
本
文
共
通
部
分
を
比
較
す
る。
な
お 、
『
春
秋
経
侍
集

解」
に
は 、
清
原
頼
業
が
説
き 、
教
隆
が
伝
え
た
訓
読
を 、
文
永
五・
六
年

に
移
点
し
た
別
本(
書
陵
部
蔵)
も
現
存
す
る。
こ
れ
も
あ
わ
せ
て 、
掲
げ
る。

三
本
が
共
通
す
る
部
分
の
本
文
官
頭
を 、
{子
音
注
の
み
残
し
て
記
す
と 、

次
の
よ
う
に
な
る。

A ・

東
洋
文
庫
蔵
『
春
秋
経
侮
集
解」

保
延
五
年

二
一
三
九)

頼
業
加
点

本

日本漢音におりる反切 ・ 同音字注の仮名音注 ・ 声点への反映について
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(
原
本
調
査
に
依
る)

([
]
内
は 、
割
り
注。
右
傍
線
は 、
音
読
符 。
二
字
を
つ
な
ぐ
中
央
の

線
は 、
音
合
符 。
上
の
数
字
は
行
数 。
以
下 、
同
じ)

・
二
年
鄭
公
子
帰
生
伐
宋

宋
肇
元
禦
之 ・
将
戦
華

一
千
殺
羊
食(去)
音嗣
士 ・
其
御・
羊
掛之金反
不
興(去)
音預 .
及
戦
日・

鴎
l

t日
之

羊 .
子
為
政
[
鴎
昔
猶
前
日
也]
今
日
之
事
我
為
政
輿
入
鄭

師 .
故
敗 .
・
普
霊
公・
不1
君
[
失
君
道]
厚
数 力験反
以
彫
糖
[
彫

童(入)
也]
従

基t
上
弾 徒丹反
人
観
其
避
丸
也
宰
夫
臆音而
熊
路扶元反
不
熟

殺
之
官県之鼓反
諸
番音本
使
婦
人
載
以
過
朝
[
番
宮九日反
属]
趨
盾
士

季
患
之 ・
将
諌 ・
土
季
日・
諌
而
不
入
則
莫
之
継
也
曾・

72 

諸制 ・
不
入
則
子
継
之 ・
三 (去)
進
及
溜同一叩
而
後
視
之
[
士
季

随1
曾
也
三
進・
三
伏・
公
不
省 ・
而
又
前
也
公・
知
欲
諌
故
伴
不
視]

日
吾・
知
所
過
失 .
将
改
之 .
稽
首

而
封
白
人・
誰
不
過 ・
過
而
能・
改
善・
莫
大
鷲 .
詩
臼
康

不
有
初
鮮
豊田反
克
有
終 .
夫
知
是・
則
能
補
過
者・
鮮 (上)
奈 .

君
能
有
終・
則
社
稜
之
固
也
宣
唯
群l
臣
頼
之 ・

B ・

書
陵
部
蔵
「
群
書
治
要」

建
長
六
年

二
二
五
四)

教
隆
加
点
本

(
汲
古
書
院
の
覆
製
本
に
依
る)

-
二
年
鄭
公
子
帰
生
伐
宋 .
宋
華
元
禦
之 .
将
戦
肇

元
殺
羊
食
土 ・
其
側
羊1
配
一位反
不
輿 ・
及
戦
日
岡崎北目
之

羊 .
子
為
政
[
鴫1
昔
猶
前1
日
也]
今
日
之
事
我
為
政
輿
入
郷

師 .
故
敗 .
・
晋
霊
公
不』
君[
失
君
道]
厚
鮒 レン
以
彫
婚
[
彫 (平)

童 (入)
也]
従

差
上
醐(平)
人
観
其
避
刈(平)
也
宰l
夫
瞬
熊
踏
不
刺

殺
之
寅
諸
都(上)
使
婦』
人
載
以
過
剰
[
阜育
館 (上)
属]
趨。
盾
士1

季
患
之 .
将
諌 .
士1
季
日・
諌
而
不
入
則
莫
之
継
也
舎
、

請
剣 ・
不
入
則
子
継
之 ・
三
進
及
溜 (去)
而
後
視
之
[
土
季

随l
舎
也
三
進
三
伏 .
公
不
省 ・
而
又
前
也
公
知
欲
諌
故
伴
不
視]
目

玉口
知
所
過
矢 .
将
改
之 ・
稽t
首

而
封
日
人
誰
無
過 .
過
而
能
改
善
莫
大
鷲 .
詩
日
擁

不
有
初
鮮
克
有
終 .
夫
如
是
則
能
補
過
者
鮮
失 .

君
能
有
終
則
社
稜
之
固
也
宣
唯
群
臣
頼
之 .

4 5 6 7 8 9 12 1 1 10 15 14 13 



c .

書
陵
部
蔵
「
春
秋
経
侮
集
解」

文
永
五
年
(
一
二
六
八)

直
隆
移
点
本

(
書
陵
部
蔵
の
カ
ラ
l

写
真
に
依
る)

56 

二
年
鄭
公
子
帰

生・
伐

宋

宋

筆

元

禦

之 ・
将
戦・
華

元・
殺
羊
食

ぞ .
其
御・

長

一語

不
奥
富 .
及
戦

日・
鴎
1

t
目
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之羊 ・
子
為
政
[
隠
昔
猶
前l
日
也〕
今
日
之
事
我
為
政
奥
入
鄭

師 .
故
敗 .
・
晋
霊
公・
不l
君
[
失
君
道]
厚
数カ験反
以
彫
鰭
[
彫

董(
入)

也]
従

憂l
上
弾徒丹反
人
観
其
避
丸
也 .
宰
夫・
臆音而
熊
踏扶元反 ・
不
熟

殺
之
貰之鼓反
諸

が去し杭

使
婦
人
載
以
過
朝〔
番
管九呂反
属]
趨
盾・
士

季・
患
之 ・
将
諌 ・
土
季
日・
諌
而
不
入
則
莫
之
継
也 .
舎-

請
剣 ・
不
入・
則
子
継
之 ・
三 (去)
進
及
部

お

而
後
視
之
[
士
季

随
舎
也
三
進二ニ
伏・
公
不
省 ・
市
又
前
也
公・
知
欲
諌 .
故
伴
不
視]

日・五口
知
所
過
突 .
将
改
之 .
稽
首

而

封
日・
人
誰

不
過 .
過
而

能・
改
善・
莫
大
鷲 .

詩

日・
麻酔

不
有
初 ・
鮮息浅反
克・
有
終 ・
夫
如
是・
則
能
補
過
者・
鮮
矢 .

君
能
有
終・
則
社
稜
之
固
也
宣
唯
群i
臣
頼
之 ・

右
の
範
囲
で
は 、
B
群
書
治
要
本
は 、
A
頼
業
加
点
本
の
反
切・
同
音
字

注
を 、
多
く
省
略
し
て
い
る。
そ
れ
に
対
し
て 、
C
書
陵
部
現
蔵
本
は 、
A

頼
業
加
点
本
の
反
切
・

同
音
字
注
を
す
べ
て
と
ど
め
て
い
る。

C
も
教
隆
が
伝
え
た
訓
点
で
あ
る
か
ら 、
B
群
書
治
要
に
も
同
様
の
加
点

が
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る。
し
か
し 、
教
隆
は 、
そ
れ
を
し
て
い
な
い 。

三
本
の
対
照
が
可
能
な
範
囲
全
体
(
B
群
書
治
要
で
五
五
行
分)
で 、
各
本

96 

の
音
注
加
点
数
を
調
べ
て
み
た 。
結
果
は 、
次
の
通
り
で
あ
る。

反
切・
同
音
字
注
仮
名立日
注
声
点

音
合
符

A一
一
三
九
年
点

五
二

三

四
O

二
三

B一
二
五
四
年
点

制

斗寸

四
二

刈斗

C一
二
六
八
年
点

五一

二
六

三
九

二
四

B
群
書
治
要
は 、
反
切・
同
音
字
注
を
ほ
と
ん
ど
記
さ
ず 、
音
合
符・立日

読
符
を
多
用
し
て
い
る。
C
春
秋
経
停
集
解一
二
六
八
年
点
は 、
A一
一一二

九
年
点
の
訓
点
を
ほ
ぼ
伝
え 、
そ
の
上
に
仮
名
音
注
を
加
え
て
い
る。

し
た
が
っ
て 、
B
群
書
治
要
に
お
け
る
反
切・
同
音
字
注
は 、
必
要
性
を

認
め 、
教
隆
が
残
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
よ
っ
て 、
本
資
料
の
反
切・

同
音
字
注
は 、
仮
名
音
注・
声
点
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る。

音
読
符九

金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要」

経
部
の

反
切
・

同
音{
子
注
と
仮
名
音
注

1 ・

反
切
・

同
音
字
注
と
流
通
漢
音
と
が
一

致
す
る
場
合

金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要』
経
部
の
反
切・
同
音
字
注
(
延べ
二
七
四
例)

が
示
す
音
を 、
日
本
漢立自
体
系
に
対
照
さ
せ
る
と 、
大
部
分
が一
致
す
る。

『
経
典
釈
文』
の
反
切・
同
音
字
注
と
日
本
漢
音
の
体
系
と
は 、
重
な
る
部
分

注
げ

が
多
い
た
め
で
あ
る。

一
方 、
金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要』
に
加
点
さ
れ
た
仮
名
音
注
も
ま
た 、

注
凶

流
通
漢立日
と
ほ
と
ん
ど一
致
す
る。
従
来 、
本
資
料
が
漢
音
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
て
き
た
所
以
で
あ
る。

よ
っ
て 、
反
切・
同
音
字
注
か
ら
導
か
れ
る
音
と
仮
名
音
注
と
は一
致
す
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る
こ
と
が
多
い 。

た
だ
し 、
こ
れ
を
も
っ
て 、
両
者
に
関
係
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い 。
両

者
の
依
っ
て
立
つ
体
系
が
近
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら 、
当
然
の
結
果
で

あ
る。

日本漢音における反切・ 同音字注の仮名音注・声点への反映について

し
か
し 、
次
の
よ
う
な
例
で
は 、
反
切・
同
音
字
注
を
参
照
し
て
仮
名立田

注
が
加
点
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る。

転 (平)
〈
徒
端
反〉
タ
ル

(
三
旧制)

舵

め

ッ恥勺

貌

也
(
三
仰

割
注)

敦
厚
ニ
シ
て
(
十
凶)・
敦
実
(一
測)・
敦
朴
(
七
m)

・
恥(平)
燈
(ムハ
問)

「
敦」
は 、
『
庚
韻」
で
桓・
魂
両
韻
に
記
載
さ
れ 、
両
音
の
意
味
が
異
な

る。
右
の
反
切
〈
徒
端
反〉
は 、
「
集
ま
る」
意
の
桓
韻
「
タ
ン」
で
あ
る
こ

と
を
示
す
た
め
に
引
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
他
の
意
味
の
と
き
に
は 、
「
ト

ン」
と
加
点
さ
れ
て
い
る。

次
の
諸
例
も 、
『
康
韻』
に
複
数
音・
義
が
あ
り 、
音・
意
味
特
定
の
た
め

に
反
切
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い 。
義
注
を
あ
わ
せ
て
引
用
す
る
の
も

注
ゆ

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う 。

府(去濁)
〈
音
岸
獄
也
又
五
千
反〉
(
十
幻)

郎 (入)
〈立田
劣
脇
肉
也〉
(
十
削)タワ
ン

漁
〈
呼
乱
反
散
也〉
(一
初)

漁
す
(一
m)

観 (去)
〈
官
喚
反一不
也〉
(一
捌)

解(上)
〈
音
蟹
緩
也〉
(一
泊)

2 ・

反
切
・

同
音
字
注
と
流
通
漢
音
と
が
一

致
し
な
い
場
合

こ
の
場
合 、
仮
名
音
注
が 、
反
切・
同
音
字
注
と
流
通
漢
音
と
の
ど
ち
ら

に一
致
す
る
か
が 、
本
稿
の
課
題
に
か
か
わ
る。

A .

反
切
・

同
音
字
注
に
一

致
す
る
仮
名
音
注

本
資
料
に
は 、
流
通
漢
音
に
合
わ
な
い 、
次
の
よ
う
な
仮
名
音
注
が
存
す

る 。
(
ヲ
コ
ト

点
を
平
仮
名
で
示
し 、
用
例
の
送
り

仮
名に
は
濁
点
を
付
す)

ァ .

反
切
・

同
音
字
注
の
音
が
「
廃
韻」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

①
蒙
〈
莫
公
反V
(一
間)

②
偏
〈
彼
カ
反〉
セ(
ズ)
(ムハ
制)

①
「
蒙」
は 、
長
承
本
以
下
『曲家
求」
諸
本・
図
書
寮
本
お
よ
び
成
質
堂

文
庫
本
『
文
鏡
秘
府
論」
に
「
モ
ウ」
と
あ
る。

②
は 、
「
迫
る」
の
意
で
屋
韻
で
あ
る。
た
だ
し 、
日
本
漢
音
資
料
で
は 、

「
ヒ
ツ」
と
さ
れ
る
の
が一
般
的
で
あ
る。

ィ .

反
切
・

同
音{
子
注
の
音
が
「
虞
韻』

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合

③
影
汚(去)
〈
在
薦
反
又

割謝阿〉
(
五
羽
上
欄)

京(平)
は
衆
也
(
五
加)・
釈(去)
(
六
仰)

④
御
〈立回
牙
嫁
反
鄭
魚
拠
反〉
(
三
鍋
上
欄)

働(去濁)
は
都(去濁)
也
(
三
鍋)

@

お (入)
〈

剖倒
〉

l

舵

〈
音
速〉
ニ

シ
て
(
七
制)

@

都 (入)
〈
音
促
v

l

w如

〈

剖劃〉
ニ

シ
て
(
七
組)

都(入軽)
(
五
山-
m)

⑦
療l
院 (去)
〈
直
類
反〉
(
五
悶)

⑧
諮〈
支
又
反
又
作
悩
他
万
反〉
(
六
訓)

部(去)
は
疑(平濁)
也(
六
制
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一ア
ン

ユ

諸
l

訣
(

十
知
)

⑨
舵 ( 去)
〈
莫
遍
反〉
1
舵 (去)
〈

到圃岡〉
セ
ザ
ル
(
二
制)

〕町(平)
蔀
セ
ズ
(
八
m)

⑩
〈
古
没
反
|
没
為
筆
反
水
流
也〉
(
八
問
上
欄)

日(入)
然
と
(
シ)
て
(
八
抑)

③「
存」
は 、
『
蹟
韻」
に
ソ
ン
に
あ
た
る
音
が
無
い 。
流
通
漢
音
は
セ
ン

で 、
本
資
料
に
も
セ
ン
の
加
点
例
が
存
す
る。
「
経
典
釈
文」
反
切「
手
遜
反」

に
よ
っ
て 、
「
ソ
ン」
と
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る。

@
「
御」
の
「
カ」
も 、
当
該
箇
所
上
欄
「
牙
嫁
反」
に
依
る
と
思
わ
れ

る。
『
康
韻」
は 、
魚
韻
の
み
で
あ
る。

⑤
「
楚」
は 、
『
康
韻」
で
は 、
平
声
「
七
途
切」
「
直
離
切」
の
音
の
み

で
あ
る。
長
承
本
宗家
求」
で
も 、
「
ス
ウ」
と
加
点
さ
れ
て
い
る。

⑥「
数」
の
「
ソ
ク」
も 、
「
音
速」
か
ら
導
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る。

『
康
韻」
入
声
で
は
覚
韻
で
あ
り 、
本
資
料
に
お
い
て
も
他
二
例
の
加
点
は 、

「
サ
ク」
で
あ
る。

⑦
は 、
『
康
韻』
灰
韻
で
あ
り 、
他
の
日
本
漢立回
資
料
で
は
「
タ
イ」
と
さ

れ
る
字
で
あ
る。

@
「
諮」
の
「
シ
ウ」
も 、
「
康
韻』
に
記
載
が
無
い 。
流
通
漢
音
で
は 、

本
資
料
巻
十
の
「
テ
ン」
が一
般
的
な
形
で
あ
る。

⑨
「
舷」
は 、
『
康
韻』
に
は 、
合
音
し
か
な
い 。
流
通
漢
音
で
も
「
ク
ヱ

ン」
と
す
る
の
が
当
時一
般
的
で
あ
り 、
本
資
料
に
も
そ
の
例
が
あ
る。
「
ケ

ン」
は 、
「
玄
遍
反」
か
ら
出
た
音
で
あ
ろ
う 。

⑩
「
泊」
は 、
子
母
質
韻
の
字
で 、
流
通
漢
音
で
は
「
イ
ツ」
と
な
る。

こ
れ
を
「
ヰ
ツ」
と
す
る
の
も
「
為
筆
反」
の
影
響
で
あ
ろ
う 。

右
の
十
例
は 、
流
通
漢
音
と
異
な
り 、
同
時
に
付
さ
れ
た
反
切・
同
音
字

注
か
ら
導
か
れ
る
音
に一
致
す
る。
す
な
わ
ち 、
こ
の
反
切・
同
音
字
注
か

注
初

ら
作
り
出
さ
れ
た立目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。

B .

流
通
漢
音
に
一

致
す
る
仮
名
音
注

一
方 、
反
切・
同
音
字
注
に
依
拠
せ
ず
に 、
流
通
漢
音
を
加
点
し
た
可
能

性
の
存
す
る
も
の
が
二
例
あ
る。

a
取(平)
〈
律
悲
反〉
紫(
八
刊日)

b
部 (平)
〈
育
忠
反〉
高
は
(
三
問)

a
は 、
反
切
下
字
「
悲」
(
脂
韻
開
口
字)
に
従
え
ば 、
「
リ」
と
な
る。
た

註
引

だ
し 、
唇
音
字
は 、
開
合
に
関
し
て
gz
可
巳
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
た
め 、

こ
の
『
経
典
釈
文』
反
切
か
ら
ル
イ
を
導
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い 。

b
「
蕊」
を
反
切
に
従っ
て
読
め
ば 、
シ
ウ
と
な
る。
し
か
し 、
同
小
韻

字「
嵩」
も 、
本
資
料
で
は 、
「
部 (平軽)」
(
八
幻)
と
あ
る。
「
寓」
は 、
『
蒙

求」
諸
本
で
「
シ
ウ・
ス
ウ・
シ
ユ・
ス」
と
表
記
が
揺
れ 、
興
福
寺
本
「
大

慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝』
で
も
「
シ
ウ・
ス
ウ」
の
表
記
が
共
に
見
ら
れ
る。

よ
っ
て 、
こ
れ
は 、
表
記
法
の
問
題
の
よ
う
で
あ
る。

し
た
が
っ
て 、
右
二
例
は 、
反
切
を
無
視
し
た
と
は
断
定
で
き
な
い 。

四

金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要」
経
部
の

反
切
・

同
音
字
注
と
声
点

1 ・

反
切
・

同
音
字
注
と 、

声
点
が
示
す
声
調

注
n

筆
者
は 、
か
つ
て 、
本
資
料
の
声
点
全
体
を
整
理
し
た
こ
と
が
あ
る。
そ

の
結
果 、
本
資
料
は 、
日
本
漢
音
で
中
心
的
な 、
六
声
体
系
で
あ
る
こ
と 、
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全
濁
上
声
字
へ
の
声
点
加
点
は 、
上
声
点
と
去
声
点
と
が
同
数
程
度
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
た 。

全
体
と
し
て
は 、
右
の
と
お
り
で
あ
る
が 、
本
資
料
に
は 、
次
の
よ
う
な

例
が
見
ら
れ
る。

日本漢音における反切 ・ 同音字注の仮名音注 ・ 声点への反映について

膨(
去)
へ一一
印

-
廃
〈
加
孟
反
劉
皆
行
反〉
(
二
印
上
欄)

一u
亨
位(
去
濁)
〈
入
甚
反〉
(一
紛)

山
蕩(
上)
〈
唐
黛
反〉
(
三
側)

蕩(
去)
(一一
似・
七
四∞・
九
別)

i
「
慶」
は 、
『
麗
韻」
平
声
字
で
あ
る。
し
か
し 、
第一
反
切
下
字「
孟」

は 、
去
声
字
で
あ
り 、
第
二
反
切「
行」
も
去
声
を
持つ 。

-U
「
佐」
は 、
『
康
韻」
上
声
字
で
あ
る。
し
か
し 、
反
切
下
字「
甚」
は 、

上
声・
去
声
両
声
字
で
あ
る0

・m
「
蕩」
は 、
「
康
韻』
で
上
声・
去
声
両
声{子
で
あ
る。
本
資
料
で
は 、

反
切
を
付
す
例
の
み
に 、
上
声
点
が
加
点
さ
れ 、
他
は
去
声
点
で
あ
る。
反

切
下
字「
窯」
は 、
『
康
韻』
で
は
上
声
所
属
字
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
は 、
反
切・
同
音
字
注
が
声
点
加
点
に
影
響
を
与

え
た
と
考
え
ら
れ
る。

そ
こ
で 、
反
切・
同
音
字
注
を
有
す
る
例
に
限っ
て 、
中
古
音
の
声
調
清

濁
と
対
照
さ
せ
た 。
す
る
と 、
中
古
音
全
濁
上
声
字
の
全
四
例
に
上
声
点
が

加
点
さ
れ
て
い
た 。
次
の
例
で
あ
る。

蕩(
上)
〈
庸
黛
反〉
(
三
仰)

配(
上)
〈
市
忍
反〉
(
五
服)

働(
上)
〈
歩

古
反〉
(
七
郎)

解(
上)
〈
音
蟹〉
(一
加)

こ
れ
ら
は 、
注
さ
れ
た
反
切
下
字・
同
音
字
の
中
古
音
声
調
が
い
ず
れ
も

上
声
で
あ
る。
そ
れ
に
依
っ
て 、
上
声
点
が
加
点
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ

る
反
切・
同
音
字
注
を
有
す
る
例
に
も 、
当
該{子
の
声
点
が
中
古
音
声
調
と

異
な
る
も
の
が
存
す
る。
そ
れ
に
は 、
右
の・1・ ・u
な
ど
の
例
が
含
ま
れ 、

当
該
字
の
「
演
韻』
声
調
に
合
わ
な
い
も
の
の 、
反
切
下
字
の
声
調
と一
致

注
幻

す
る
例
が
大
部
分
で
あ
る。

よ
っ
て 、
反
切・
同
音
字
注
の
声
調
が
本
資
料
の
声
点
に
よ
る
声
調
標
示

に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る。

2 ・

反
切
・

同
音{
子
注
と
濁
音
表
示

こ
こ
で
は 、
反
切・
同
音
字
注
が
存
す
る
場
合
と
存
し
な
い
場
合
と
を 、

は
じ
め
か
ら
分
け
て
見
る
こ
と
に
す
る。

日
本
漢
音
で 、
濁
音
が
原
則
で
あ
る
次
濁
声
母{子
(
た
だ
し 、
来-
子・
喰

母
お
よ
び
明・
微
母
の一
部
を
除
く)
の
声
点
を
見
る。

す
る
と 、
反
切・
同
音
字
注
が
有
る
場
合 、
一
例
を
除
き 、
す
べ
て
濁
声

占…
と
な
っ
て
い
る。

楽(
入
軽
濁)
〈
音
岳〉
(
五
羽・
十
悶)

数
字
濁)
〈
五
羊
反〉
(
二
湖)

釦(
平
濁)
〈
五
羊
反〉
(
五
n)

俳(
去
濁)
〈
魚
器
反〉
(
二
知)

叡(
去
濁)
〈
音
御〉
(
八
ね)

酔(
上
濁)
〈
倶
属
反〉
(
三
川)

聡(
平
濁)
〈
音
迷一
五
分
反〉
(
五
日

原J(
去
濁)
〈
音
願〉
(
二
川)

引い(
去
濁)
〈
音
岸
五
干
反〉
(
十
幻)

葉(
入
濁)
〈
魚
列
反〉
(
二
m)

茨(
平
濁)
〈
五
河
反〉
(
三
知)

俳(
平
濁)
〈
五
何
反〉
(
三
抑)

時(
去
濁)
〈
如
志
反〉
(
二
羽)

彫(
去
濁)
〈
入
甚
反〉
(一
問)

畳(
上
濁)
〈
亡
偉
反〉
(一
州)

町(
入
軽
濁)
〈
女
六
反〉
(
二
日)



骨(
平
濁)
〈
女
姫
反〉
(
二
郎)

船

主
濁)
〈
莫

報
反〉
(
八
問)

濁
声
点
で
な
い一
例
は 、
左
の
も
の
で
あ
る。

楽(
入
軽)
〈
音
岳〉
(
十
川)

こ
の
例
の
本
文
は 、
「
淫
楽
沈
面」
で
あ
る。
声
点
で
は 、
「
イ
ン
ラ
ク」

の
音
を
加
点
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
よ
っ
て 、
同
音
字
注
と
声
点
と
が
別
音

注
目日

を
示
し
た
例
で
あ
り 、
他
の
濁
声
点
加
点
例
と
は
異
な
る。

次
に 、
反
切・
同
音
字
注
が
無
い
場
合
を
見
る。

こ
の
場
合
も 、
本
資
料
は 、
同
期
の
他
資
料
と
比
べ
て 、
濁
声
点
を
よ
く

加
点
し
て
い
る。
し
か
し 、
次
の
通
り 、
単
点
の
例
が
見
ら
れ
る。

疑
母・
日
母
字
か
ら 、
若
干
例
を
挙
げ
る。

〈
疑
母{子〉

儲(
去)
(
八
日)

偽(
去)
合一一
m)

和
平)
(
八
湖)

キ
民(
平)
(一一
郎)

取(
去)
(
六
仰
・
八
羽)

儀(
平)
(
八
百

疑(
平)
(
七
9)

〈
日
母{子〉悦(

平)
(
六
九)

仰(
平)
(
三
川)

依(
上)
(
二
羽)

舵(
平
軽)
(
七
溺)

荷(
去)
(
九
門別)

柔
字)
(一
刻)

さ
ら
に 、
先
の
反
切・
同
音
字
注
を
持
つ
濁
声
点
加
点
例
と
同一
字
で
あ

っ
て
も 、
次
の
如
く 、
単
点
の
場
合
が
あ
る。

お(
入
軽)
(
七
%)

都(
平)
(
八
湖)

右
の
と
お
り 、
反
切・
同
音
字
注
の
有
無
に
よ
っ
て 、

存
す
る。
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濁
音
標
示
に
差
が

五

結三A
E問

本
稿
の
目
的
は 、
鎌
倉
時
代
中
期
加
点
の
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要」
経

部
に
「
人
為
的
漢
音」
が
存
す
る
か
否
か
を
調
査
す
る
こ
と
で
あ
っ
た 。

検
討
の
結
果 、
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要」
経
部
に
お
い
て 、
以
下
の
点

が
知
ら
れ
た 。

1・
日
本
漢
音
と
し
て一
般
的
で
は
な
い
「
人
為
的
漢
音」
が
存
す
る。

2 ・
声
点
に
よ
る
声
調
標
示
も 、
反
切・
同
音
字
注
を
反
映
し
た
部
分

が
あ
る。

3・
声
点
に
よ
る
濁
音
標
示
も 、
反
切・
同
音
字
注
を
反
映
し
て
い
る。

ー」
ノ、

今
後
の
課
題

右
に
ま
と
め
た
本
資
料
の
反
切・
同
音
字
注
の
利
用
法
が 、
日
本
漢
字
音

史
上
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
く
の
か
は 、
今
後
の
課
題
で
あ
る。

こ
こ
ろ
み
に 、
書
陵
部
蔵
『
春
秋
経
傍
集
解』
文
永
加
点
本
に
お
い
て 、

金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要」
で
「
人
為
的
漢
音」
と
し
て
指
摘
し
た
例
に
つ

い
て
調
査
し
た 。
そ
の
結
果 、
仮
名
音
注
が
付
さ
れ
て
い
た
の
は 、
先
に
金

沢
文
庫
本『
群
書
治
要』
の
@
と
し
て
挙
例
し
た
次
の
箇
所
の
み
で
あ
っ
た 。

部(
平)
〈
本
又
作

惜倒川阿〉
は
疑(
平
濁)

也
(二
五
悶)

金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要』
に
存
し
た
〈
支
又
反〉
の
反
切
は
無
く 、
〈
他

万
反〉
に
依
っ
て 、
「
タ
ウ」
の
仮
名
を
付
し
て
い
る
(「
伯」
に
も〈
他
万
反〉

の
反
切
を
付
し 、
間(平)
(二
O
附
割
注)
と
す
る
例が
あ
る) 。
先
に
見
た
と
お

り 、
「
詣」
の
流
通
漢
音
は 、
「
テ
ン」
で
あ
る。
よ
っ
て 、
こ
の
「
タ
ウ」
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も 、
「
人
為
的
漢
音」
と
な
る。

な
お 、
金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要」
の
当
該
本
文
箇
所
と
は
異
な
る
が 、

先
に
「
人
為
的
漢
音」
と
し
て
掲
げ
た
も
の
と
同一
の
例
を 、
こ
の
書
陵
部

蔵
「
春
秋
経
傍
集
解」
中
に
指
摘
で
き
る。

都 (平濁)
合一一
湖)

儒
〈
彼
力
反〉
(
八
紡
・二

四
似)

信
(一
五
7)

偏
〈
徐
甫
目
反
又
彼
力
反〉
(
問 、
上
欄)

療
隊
〈
直
類
反〉
(一一一一
印)

さ
ら
に 、
新
た
な
「
人
為
的
漢
音」
の
例
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る(
紙
闘

の
許
す
範
囲
で
掲
げ
る) 。

都(平軽)

日本漢音における反切・同音字注の仮名音注・声点への反映について

〈
芳
忠
反〉
(
八
仰)
〈
宋
韻
敷
空
反〉
(
問 、
上
欄)

右
例
で
は 、
本
行
は 、
「
人
為
的
漢
音」
ヒ
ウ
と
す
る。
し
か
し 、
流
通
漢
音

と
の
差
が
大
き
い
た
め
か 、
「
宋
韻」
(
大
宋
重
修
広
韻)
の
反
切
を
上
欄
に

引
用
し
て
い
る。

都 (入軽)
〈
許
六
反
注
同一
六
勅
六
反〉
(一
八
日刊)

右
例
で
は 、
流
通
漢
音
の
「
チ
ク」
で
は
な
く 、
第一
反
切
か
ら
出
る
「
キ

ク」
を
採
用
し
て
い
る。

(合点)
州
一つ山~
〈
歩
口
反
又
六
附〉
(
二
五
山叩)

右
例
は 、
反
切
に
よ
っ
た
「
ホ
ウ」
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る。

平(上濁)
〈
嫡
爾
反
楚
姓
也〉
(
六
加)

平(上)
〈
菊
爾
反〉
(二
三
Mm)

右
例
も 、
『
経
典
釈
文』
の
反
切
に
よ
っ
て 、
「
康
韻」
に
無
い
「
ビ」
の
音

注
が
加
点
さ
れ
て
い
る。

ま
た 、
流
通
漢
音
と
は
異
な
る
「
ス
ヰ・
ツ
ヰ・
ル
ヰ」
の
表
記
が
見
ら

れ
る。

ス
ヰ

ス
ヰ

緩
〈
萄
佳
反〉
(二
仰)

葵
〈
人
誰
反〉
(
二
四
州)

出 (平)
〈
昌
垂
反〉
(
二
五
悶)

船
〈
音
佐〉
(
三
間
五
湖)

ス
ヰ

ス
ヰ

錐

〈
音
佳〉
(一
二

印)

鱒

〈
音
佳〉
(
二

三

閣)

船(平)
〈
音
雄〉
(一
三
揃)

船
こ
五
ω
割
注)

隊
〈
直
類
反〉
(一一ニ
刈)

駅 (去)
(
問 、
割
注)

ツ
ヰ

鎚
〈
丈
偽
反〉
(
七
仰)

鎚
(
問 、
割
注)

ル
ヰ

ル
ヰ

晶一
〈
力
軌
反〉
(一
七
山
割
注)

諒
〈
カ
軌
反〉
(
三
O
m)

右
の
止
掻
合
口
字
の
仮
名
遣
い
と
し
て
は 、
「
ス
イ・
ツ
イ・
ル
イ」
が
古

注
お

来一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
は 、
は
や
く
に
説
か
れ 、
現
在
で
は
漢
和
辞
典
の

記
述
も
改
め
ら
れ
て
き
て
い
る。
し
か
し 、
現
に 、
右
の
よ
う
な
例
を
指
摘

で
き
る。
右
の
諸
例
に
は 、
反
切・
同
音
字
注
が
付
さ
れ
て
い
る。
お
そ
ら
註
お

く 、
こ
れ
ら
の
反
切・
同
音
字
注
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

こ
の
よ
う
な
加
点
を
有
す
る
書
陵
部
蔵
「
春
秋
経
停
集
解」
は 、
先
に
確

認
し
た
よ
う
に 、
院
政
期
の
清
原
頼
業
点
を
正
確
に
移
点
し
て
い
た 。

現
存
す
る
院
政
期
の
『
春
秋
経
侍
集
解』
に
は 、
仮
名
音
注
が
少
な
く 、

「
人
為
的
漢
音」
は
指
摘
で
き
な
い 。
し
か
し 、
書
陵
部
蔵『
春
秋
経
俸
集
解』

の
仮
名
音
注
も
清
原
家
累
代
の
訓
説
に
基
づ
い
て
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
な
ら
ば 、
前
代
に
も 、
「
人
為
的
漢
音」
が
存
し
た
こ
と
に
な
る。

つ
ぎ
に 、
加
点
年
代
が
降
る
清
原
家
加
点
本
を
見
て
み
る。

静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
毛
詩」
清
原
宣
賢
点
に
も 、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た

よ
う
な
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る。

御
〈
牙
嫁
同〉
(一
四
幻)

働(去濁)
は
迎(去濁)
(
同
M
割
注)

幅ー
儒(入)
(一
五
却)



注
幻

さ
ら
に 、
「
ス
ヰ」
等
も
存
す
る。

ス
ヰ

ス
ヰ

雄
(二
O
げ)

穣
(二
o
m
割
注)

部(去)
〈
直
類
反〉
(一
八
円)

都
(
同幻
割
注)

こ
の
資
料
は 、
反
切
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
希
で
あ
る。
し
か
し 、
反
切
を

注
錦

引
用
す
る
場
合
に
は 、
そ
れ
が
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。

一
方 、
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要』
と
同
時
代
の
経
書
訓
点
資
料
に 、
反

切
を
参
照
し
な
が
ら
も 、
人
為
的
漢
音
が
無
い
も
の
と
し
て
高
山
寺
蔵
『
論

注
刊日

語」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。
同
時
代
の
経
書
加
点
本
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
相

註
却

違
が
生
じ
る
の
か
は 、
未
詳
で
あ
る。

個
々
の
文
献
の
整
理
を
続
け
る
と
と
も
に 、

注
引

る
理
由
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る。

和利(平)
こ
六
m
割
注)

こ
の
よ
う
な
加
点
が
な
さ
れ
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注
l

高
松
政
雄「
中
古「
正
音」」(「
国
語
国
文」
第
四
十
四
巻
第
六
号 、
一
九

七
五
年
六
月) 、
沼
本
克
明『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究』
(一
九
九
七
年 、

汲
古
書
院)
六一
一貝 、
等
参
照 。

注
2
こ
の
実
態
を
体
系
的
に
示
し
た
も
の
と
し
て、
沼
本
前
注
著
告
が
挙
げ
ら

れ
る。

注
3
中
国
に
お
い
て
も

同
様
で
あっ
た 。
今
日
で
も
漢
詩
の
押
韻
は 、
切
韻
系

韻
書
の
そ
れ
を
基
本
と
し 、
漢
和
辞
典
に記
さ
れ
る
反
切
も
中
古
音
を
示
す

韻
普
か
ら
採
ら
れ
て
い
る。
小
川
環
樹「
唐
詩
の
押
韻
||創世の拘束

力||」

(『
中
国
語
学
研
究』
〈一
九
七
七
年 、
創
文
社V) 、
参
照 。

注
4
沼
本
注
1

著
書 、
第一
部
第
三
章 、
参
照 。
な
お、
『
孔
雀
経
音
義」
に
つ

い
て
は 、
他
に、
沼
本
克
明『
日
本
漢
字
音
の
歴
史」
(一
九
八
六
年 、
東
京

堂
出
版)
一
二
八
頁・
石
塚
晴
通
「
唐
招
提
寺
蔵
孔
雀
経立日
義」
(『
北
大
国

語
学
講
座
二
十
周
年
記
念
論
輯
辞
書・
音
義』
〈一
九
八
八
年 、
汲
古
書

院〉
所
収)・
佐々
木
勇
「
唐
招
提
寺
蔵『
孔
雀
経
音
義」
の
反
切
に
つ
い
て」

(「
訓
点
語
と
訓
点
資
料」
第一
O
六
輯 、
二
O
O一
年三
月) 、
参
照 。

注
5
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史」
一
二
七
頁 。

注
6
「
不」
の
反
切
下
字「
久」
に
呉
音
「
ク」
を
加
点
し
た
の
は 、
こ
の
ず
れ

を
修
正
す
る
た
め
で
あ
ると
考
え
ら
れ
る。
注
5
文
献 、
参
照 。

注
7

現
代
の
漢
和
辞
典
に
反
切
と
日
本
漢
字
音
と
を
掲
げ
る
場
合
も 、
こ
の
ず

れ
が
存
す
る。
た
と
え
ば 、
演
締
法
に
よっ
て
作
ら
れ
た
音
形
が
多い
と
批

判
の
あ
る
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典」
凡
例
に
も 、
「
反
切は
集
韻・康
韻
を

中
心
と
し 、
更
に
康
く
各
種
の
韻
書・{子
奮
を
渉
猟し
て
こ
れ
を
掲
げ
た 。」

「
漢
音
・

呉
音
は
反
切に
本づ
き 、
実
際
の
用
例
を
参
酌
し
て
決
定
し 、
(
以

下
略
こ
と
あ
る。
そ
し
て、
「
不」
に
「
集
韻」
反
切
「
方
鳩
切」
を
掲
げ

な
が
ら 、
「ヒ
ウ」
で
は
な
く 、

漢
音
「
フ
ウ」
と
し
て
い
る。

注
8
左
注、
沼
本
論
文 、
参
照 。
流
通
漢
音
と

反
切
か
ら
導
か
れ
る
音
と
が
異

な
る
場
合
に、
「
人
為
的
漢
音」
と
呼ば
れ
て
い
る。
両
者が一
致
す
る
多
く

の
場
合
に
つ
い
て
も 、

反
切
を
参
照
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る。
し
か
し 、
両

者が一
致
す
る
場
合は 、
本
稿
で
も
「
人
為
的
漢
音」
と
呼
ば
な
い
こ
と
と

す
る。
こ
の
よ
う
に
定
義
し
た
と
き
の
「
人
為
的
漢
音」
が
経
書
に
も
存
す

るこ
と
を
指
摘
し 、
そ
の
意
味
を
考
え
る
の
が 、
本
稿
の
目
的
だ
か
ら
で
あ

る。

注
9
そ
れ
ぞ
れ 、
以
下
の
論
考
に
よ
る。
沼
本
克
明「
漢
籍
訓
点
資
料
記
載の

字
音

|1淡冊目別点資料の湯合
11」

(「
国
語
国
文」
第三
十
八
巻
第
八
号 、
一

九
六
九
年
八
月 。
後 、
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研

究』
〈一
九
八二
年 、
武
蔵
野
雲
院〉
第二
部
第二
章)お
よ
び
沖
森
卓
也「
延

久
紗
史
記
の
訓
読
に
つ
い
て
||助字を中心とした訓法と字音
||」

(「
白
百

合
女
子
大
学
研
究
紀
要」
第
十
五
号 、
一
九
七
九
年
十二
月) 。



注
叩
そ
れ
ぞ
れ 、
次
の
論
文
参
照 。
佐々
木
勇
「
醍
醐
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
釈

文』
の
声
点
加
点
に
つ
い
て

||前後半の
相違と
表
紙見返中
段記事の
解釈

||」
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料」
第一
O三
輯
ご
九
九
九
年
九
月) 、
沼
本
克

明「
読
謁
漢
音
に於
け
る
学
習
音
の
介
入

|l裳求字音点の場合
||」(「

鎌
倉

時
代
語
研
究」
第
十
輯 、
所
収 。
後 、
注
1

著
書
に
収
載) 。
ま
た 、
図
書
留訳

本
『
類
衆
名
義
抄』
・高
山
寺
蔵『
理
趣
経』
一
六
四
七
年
点
の
四

声
が
韻
書

と
完
全
に一
致
す
るこ
と
か
ら 、
日
本
漢
音
の
声
調
は 、
韻
書
の
支
え
で
維

持
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
(
沼
本
注
1

著
書 、
一
五
四

頁) 。

注
日
現
代
の
漢
和
辞
典
も 、

切
韻
系
韻
書
の
反
切
を
引
く
の
が一
般
的
で
あ

る。
そ
し
て、
そ
の
反
切
か
ら
導
き
出
さ
れ
て、
日
本
漢
字
音
と
異
な
る
音

が
記
載
さ
れ
て
い
るこ
と
は 、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る。

注
ロ
小
林
芳
規『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究」
(一

九
六
七
年 、
+東
京
大
学
出
版
会)
一
二
六
六
1一

二
七
O
頁 。
同
「
金
沢
文

庫
本
群
書
治
要
の
訓
点」
(『
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
日
群
書
治
要

七」
〈一
九
九一
年 、
汲
古
書
院〉
所
収
解
題) 、
参
照 。
小
林
論
文
で 、

頼
業
点
と
書
陵
部
蔵
本
は 、
ほ
と
ん
ど一
致
す
る
が 、
群
書
治
要
本
で
は 、

頼
業
点
と
異
な
る
訓
点
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
明ら
か
に
さ
れ
た 。
群
書
治

要
本
は 、
反
切
を
省
略
し
て
い
る、
本
文
の
校
異
に
お
い
て
頼
業
点
が
「
摺

本」
と
し
た
方
を
採
用
し
て
い
る、
な
ど 、
頼
業
点
の
古
訓
法
を
改
め
た
と

こ
ろ
が
あ
るこ
と
が
指
摘
さ
れ
た 。

注
目
足
利
術
述『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教」
(一
九
三
二
年 、
日
本
古
典
全
集
刊

行
会)
八
四
四
頁 。

注
HM
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究』
六
三

七
頁 。

注
目
「
経
典
釈
文」
は 、
通
志
堂
本(『
新
校
索
引
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経
典
釈
文」
〈
中
華
民
国
七

十
七
年 、
学
海
出
版
社
本〉)
に
依
る。

注
目
た
だ
し 、
掲
載
例
で
は 、
貧〈
彼
為
反〉
は 、
『
経
典
釈
文」
で〈
彼
偽
反v

と
あ
り 、
不一
致
で
あ
る。
本
資
料が 、
通
志
堂
本
と
別
系
統
の
本
文
に
依

拠
し
た
た
め
で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
金
沢
文
庫
本『
群
書
治
要』
に
は 、
「
禽〈
玉

篇
日
受
也
苦
含
反〉」
(
八
即
上
欄)
の
例
が
あ
り 、
こ
れ
が
通
志
堂
本
『
経

典
釈
文』
に
見
え
な
い。

ま
た 、
本
資
料
に
お
い
て、
『
経
典
釈
文』
の
ど
の
よ
う
な
性
格
の
音
注が

残
さ
れ
た
の
か
は 、
今
後
の
課
題
で
あ
る。
た
と
え
ば 、
「
周
易」
で
は 、
原

則
と
し
て、
卦
の
最
初
の
反
切
・
同
音
字
注
ば
か
り
を
採っ
て
い
る。
現
存

す
る
院
政
期
経
書
訓
点
資
料
の
反
切
数
か
ら
見て、
教
隆が
移
点
底
本
と
し

た
「
周
易』
に
も 、
さ
ら
に
多
く
の
反
切
・
同
音
字
注が
加
点
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る。

な
お、
『
経
典
釈
文』
に
音
義が
存
し
な
い『
孔
子
家
語」
な
ど
の
注
を
ど

こ
か
ら
引
用
し
た
も
の
か
は
不
明で
あ
る。

注
げ
坂
井
健
二
貌
晋
南
北
朝
字
音
研
究」
(一
九
七
五
年 、
汲
古
書
院)参
照 。

注
凶
具
体
例
は 、
小
林
芳
規
・

原
卓
志
・
山
本
秀
人
・
山
本
真
吾
・佐々
木
勇

編『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
群
書
治
要
経
部
語
集
索
引」
(一
九
九
六
年 、
汲

古
書
院)
の
「
字
音
索
引」
を
参
照
願
い
た
い。
た
だ
し 、
「
磨
制(去濁)」

(五
加)
で
は 、
侯
韻
明
母
字「
牡」
が
模
韻
化
し
な
い。
こ
の
語は 、
現
代

の
漢
和
辞
典
で
も 、
「ユ
ウ
ボ
ウ」
と
読
ま
れ
て
い
る。
「
牡
丹」
を
「
ポ
ウ

タ
ン」
と
も
読
む(
三
巻
本『
色
葉
字
類
抄」)
類
の
特
殊
な
語
音
の
よ
う
で

あ
る。
ま
た 、
流
通
漢
音
と
異
な
る
も
の
と
し
て、「
蒙」
と
同
小
韻
字
の「
際」

に、
「
ホ
ウ(
平
濁)」
(二
幻
割
注)
の
加
点
例が
あ
り 、
「
咲

きt
徳」
(
六

溺)
が
あ
る。

な
お、
次
の
よ
う
に、
呉
音
を
加
点
し
た
例
も
あ
る。

湾
企
墨田〉
1

天
之
下
(三
湖)
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一
か
〈
音
烏〉
(
五
山)
「
炉 (平)1
衡 (去)」
(
十
例)

右
の
「
鴻」
は 、
ア
マ
ネ
シ
の
意
で 、
流
通
漢
音
は
ホ
で
あ
る。
該
当
箇

所
を
残
す『
毛
詩』
の
古
写
本
と
し
て、
清
原
宣
賢
加
点
本が
複
数
存
す
る。

そ
の
京
都
大
学
図
書
館
蔵
享
禄五
年
こ
五
三
二)
点
・

静
嘉
堂
文
庫
蔵
同

年
点
で
は 、
い
ず
れ
も

同
音
字
注
を
引
か
ず 、
「
ホ」
の
仮
名
音
注
が
あ
る。

「
汗」
も 、
書
陵
部
蔵「
春
秋
経
停
集
解」
で
は 、
汗〈
音
烏〉
(二
O
削)

と
あ
る。

注
目
高
山
寺
本
「
論ヨ巴
に
も 、

同
様
の
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
沼
本
克
明

「
中
原
本
論
語
巻
四
・

八
に
引
用
さ
れ
た
論
語
釈
文
の
性
格
と
論
語
訓
読
に

於
け
る
影
響
に
就
い
て」
(「
高
山
寺
資
料
叢
書
第
九
冊』
〈一
九
八
O
年 、

東
京
大
学
出
版
会〉
所
収 。
後 、
注
1

著
書
に
収
載) 。
経
書
の
訓
読
に、
韻

書・辞
書
で
は
な
く 、
「
経
典
釈
文』
所
収
の
各
書
音
義
が
用
い
ら
れ
た
理
由

も
こ
こ
に
あ
ろ
う 。
す
な
わ
ち 、
当
該
箇
所
に
お
け
る
音・
義
を
す
み
や
か

に
確
認
す
るこ
と
が
目
的
で
あっ
た
と
考
え
ら
れ
る。

注
初
十
例は 、
僅
か
な
数
で
あ
る。
し
か
し 、

本
資
料
に、
反
切・
同
音
字
注

と
と
も
に
仮
名
音
注
が
加
点
さ
れ
た
例
は 、
一
二
六
例
で
し
か
な
い。
ま
た 、

そ
の
他 、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る。

札〈
側八
反
徐
音
裁
社
注
左
伝
夫
死
日
〉
(
八
認
上
欄)
大
札(
八

勾)
サ
ツ

大1
札
(
八
mm)

セ
ツ

巻
八
mm
行
目
の「
札」
に
は 、
『
直属
韻」
に
記
載
の
な
い
音セ
ツ
が
付
さ
れ

て
い
る。
こ
れ
は 、
犯
行
自
の
徐
注
に
見
ら
れ
る
「
音
裁」
に依
る
も
の
か

も
知
れ
な
い。

歯立日
魚
韻
字
の
内 、
いわ
ゆ
る
乙
類
全一
等B
類)
の
荘
母
・

林
母
等
に

配
さ
れ
る
諸
字
は 、
日
本
漢
音
で
は
ソ
・シ
ヨ
で
揺
れ
る。
本
資
料
に
お
い

て
も 、
「
静 (上)」
(
六
湖)
「
折
勧 (去)」
(
八
川)
で
は 、
ソ
で
あ
る。
し
か

し 、
反
切が
付
さ
れ
る
と「
臨 (上)
〈
荘
呂
反〉
を」
(一
仰)
「
匙 ( 平)
礎
を

〈
仕
但(
倶)
反〉」
(
五
凶)
と
な
る。
反
切
下
字
「
呂・但」
の
影
響
に
よ

っ
て、
シ
ヨ
の
仮
名立国
注
が
選
ば
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い。

注
幻
河
野
六
郎
「
朝
鮮
漢
字
音
の
研
究」
四
二
五
頁 。

注n
佐々
木
勇
「
日

本
漢
音
の
軽
声
減
少
に
つ
い
て

||漢音の国語化の一
側面

||」
(「
国
語
国
文」
第
六
十
四
巻
第
十
号 、
一
九
九
五
年
十
月
三

注
目
た
だ
し 、
「
じ (上)
〈
必
以
反v
s
酎 (上)
〈
勅
亮
反〉」
(一
蹴)
の
「
樫」

は 、
当
該
字・
反
切
下
字
と
も
に
去
声
で 、
合
わ
な
い。
「
樫」
は 、
本
資
料

(
三
ω)
で
は 、
去
声
点が
加
点
さ
れ
て
い
る。

注
M
こ
れ
は 、
巻
十『
孔
子
家
語」
の
例
で
あ
り 、
『
経
典
釈
文」
に
音
義が
無

ぃ 。
「
楽」
に「
音
岳」
の
音
注
が
付さ
れ
るこ
と
は
「
経
典
釈
文」
中
に比

較
的
多
く 、
こ
こ
で
は
文
脈
上
不
適
当
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
そ
の
音

注
が
引
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

注
お
満
田
新
進
「「
ス
ヰ」
「
ツ
ヰ」
「ユ
ヰ」
「
ル
ヰ」
の
字
音
仮
名
遣い
は
正

し
か
ら
ず」
(「
園
皐
院
雑
誌」
第二
十六
巻
第七
号 、
一
九二
O
年
七
月 。

後 、
『
中
国
音
韻
史
論
考」
〈一
九
六
四
年 、
武
蔵
野
書
院〉
に
所
収) 。

注
お
ス
イ
・ツ
イ
・ル
イ
も
併
存
す
る。
し
か
し 、
た
と
え
ば
「
退」
を
「
タ

ヰ」
な
ど
と
す
るこ
と
は
な
い
た
め 、
単
な
る
仮
名
遣い
の
揺
れ
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る。
な
お、
た
と
え
ば
ス
イ
と
ス
ヰ
と
に、
音
声
と
し
て
差
が

存
し
た
も
のか
ど
う
か
は
不
明で
あ
る。

注
幻
築
島
裕「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
毛
詩
鄭
筆
古
点
解
説」
(「
毛
詩
鄭
築(
三)」
〈一

九
九
四
年 、
汲
古
書
院〉
所
収)
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る。
本
稿
で
は 、
そ

れ
以
外
の
例
を
少
数
掲
げ
た 。

注
お
反
切
を
引
用
し
な
い
場
合
に
も 、
こ
の
よ
う
な
加
点
の
背
景
に
は 、
反
切

に
よ
る
学
習
が
存
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

な
お、
他
資
料
の
例
を
加
え
る。
神
宮
文
庫
蔵
『
古
文
尚
書』
正
和二
年
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ご
三
二
三
清原
長
隆
加
点
本(
小
林
芳
規
先
生
か
ら
お
借
り
し
た
写
真
版

に
よ
る)
に
は 、
「
藁〈
五
達
反〉」
(
五
日)
と『
経
典
釈
文』
音
注
を
引
き 、

割
注
に
「
カ
ツ」
の
仮
名
音
注
を
付
す 。
「
護」
の
流
通
漢
音
は 、
「
ゲ
ツ」

で
あ
る。
こ
れ
は 、
国
会
図
書
館
蔵
清原
宣
賢
加
点
「
古
文
尚
書」
で
も

同

様
で
あ
る。

舵(入濁)
(
五
同)
襲
〈
五
達
反〉
(
問 、
上
欄)

注
mu
沼
本
注
目
論
文 。

注
刊判
官岡
山
寺
本
「
論
語」
は 、
残
存
巻
が
少
な
く 、

反
切
・

同
音
字
注
と

仮
名

音
注
と
が
と
も
に
加
点
さ
れ
た
例
が
少
な
い
た
め
か
も
知
れ
な
い。
し
か

し 、
声
調
に
つ
い
て
は 、
高
山
寺
本
「
論
語」
が
流
通
漢
音
声
調
を
重
視
す

る
の
に
対
し 、
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要』
は
反
切
音
に
従っ
て
お
り 、
異

な
る。
高
山
寺
本『
論
語」
は 、
清
原
本・
中
原
本
と
も
に、
表
記
の
規
範

が
緩
く 、

音
声
を
比
較
的
良
く

反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
そ
の
具
体
例

は 、
『
高
山
寺
資
料
叢
書
第
九
冊』
の「
補
註」
に
指
摘
さ
れ
て
い
る。
高

山
寺
本
「
論
語』
に
は 、
「一
音
節
語
の
長
音
化」
と
言
わ
れ
る
希・
費
な
ど

の
例 、
唇
内入
声
の
ウ
表
記
例と
他
の
韻
尾
のフ
表
記
例 、
等が
存
す
る。

金
沢
文
庫
本
「
群
書
治
要』
に
は 、
ヲ」
れ
ら
の
例
が
無い。

注
汎
漢
籍
訓
点
資
料
に
お
い
て
は 、
鎌
倉
時
代
に
は
反
切
よ
り
も

仮
名
音
注
が

優
勢
にな
り 、
室
町
時
代
に
は
反
切
の
記
入
が
希
に
な
るこ
と
か
ら 、
反
切

引
用
は
次
第
に
形
式
的
に
なっ
た
と
説
か
れ
て
い
る(
沼
本
注
U
著
書 、
七

一
一
頁) 。
し
か
し 、

本
稿
で
見
た
如
く 、
鎌
倉
中
期
で
も

反
切・同
音
字
注

が
機
能
し
て
い
た
資
料
は
存
す
る。

本
稿
に
おい
て、
広
韻
記
載
音と
そ
れ
以
外
と
に
分
け
た
の
は 、
便
宜
的

で
し
か
な
い。
中
国
中
古
音
反
切
を
引
用
す
るこ
と
は
広
く
行
な
わ
れ
て
い

る。
よっ
て、
そ
の
反
切
に
も
と
づ
く
「
人
為
的
漢
音」
は 、
反
切
を
引
用

す
る
ど
の
文
献
に
おい
て
も 、
存
在
す
る
可
能
性が
あ
る。
「
人
為
的
漢
音」

日本漢音における反切 ・ 同音字注の仮名音注 ・ 声点への反映について

を
排
す
る
文
献と 、
そ
れ
を
認
め
る
文
献と
が
あ
り 、
そ
れ
は
加
点
者
の
位

相
・

文
献
の
性
格
を
反
映
し
て
い
ると
考
え
ら
れ
る。

小

松
英

雄
は 、

「
ω
5
0
4
白

宮
口
m
m
巾

ω
3
5
ヨ
回

一
口

己
的
巾
」

(
「
〉
(U
4
〉

〉
巴〉
、口わ〉」
品印噂
5
8・∞
後 、
「
日
本
字
音
の
諸
体
系
||読謡音整備の

目的を中心に
il」
と
し
て、
築
島
裕
編
「
日
本
漢
字
音
史
論
輯』
〈一
九
九

五
年 、
汲
古
書
院〉
に、
日
本
語
に
書
き
直
さ
れ
て
所
収)
に
おい
て、
複

数
の
日
本
字
音が
存
在
し
続
け
た
の
は 、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー

を
確
認
す
る
意
味
を
もっ
て
い
た」
た
め
で
あ
る
と
し
た 。
こ

の
線で
考
え
れ
ば 、『
経
典
釈
文」
反
切
を
引
用
し 、
そ
の
音
を
示
す
こ
と
は 、

博
士
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
守
る
た
め
と
い
う
こ
と
に
な
る。

資
料
調
査
を
重
ね
た
上
で 、
さ
ら
に
考
え
た
い。

[
付
記]

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り 、
東
洋
文
庫
・

宮
内
庁
書
陵
部
の
皆
様
に
は 、

資
料
閲
覧
に
つ
き 、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
(
調
査
に
は 、
平
成
十三
年
度
科
学

研
究
費
〈
湯
沢
質
幸
代
表
基
盤
研
究B
「
日
本
漢
字
音
デ
ー
タベ
ー

ス
(
大
字
音

表)
作
成
の
た
め
の
基
礎
的
研
究」〉
を
使
わ
せ
て
頂き
ま
し
た) 。
ま
た 、
本
稿

は 、
平
成
十三
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会(二
O
O一
年

十一
月二
十
五
日)
に
お
け
る
研
究
発
表
を
も
と
に
し
て
い
ま
す 。
席
上
・

集
会

後 、
多
く
の
先
生
方
に
ご
指
導
頂き
ま
し
た 。
さ
ら
に、
投
稿
後 、
査
読
委
員
各

位
か
ら
参
考
意
見
を
頂
戴
し 、
加
筆
修
正
す
るこ
と
が
で
き
ま
し
た 。
記
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す 。

-上仏
島
大
学
助
教
授

||

一
O
O二
年二
月
六
日
受
理


